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死亡労働災害防止対策を強化 
これ以上死亡労働災害を発生させないために！ 

― 令和２年に労働災害で２２人が死亡、半数が建設業 ― 

 

 福島労働局（局長 岩瀬信也）では、令和２年に入り、福島県内における死亡労働災害

が多発したことから、４月20日から８月31日にかけて緊急死亡労働災害防止対策を実

施しましたが、依然として死亡労働災害が発生しており、死亡者数が前年を上回る状況と

なっています。 

 福島労働局では、このような状況に歯止めをかけ、これ以上死亡労働災害を発生させな

いため、県内労使団体を通じて死亡労働災害防止に向けた気運の醸成を図るとともに、特

に多発化している建設業に対し重点的な指導を行うなど、死亡労働災害防止対策の一層の

強化を図ることとしました。 

 

１ 労働災害の発生状況（令和２年１月～10 月の死亡者は対前年比５人増加の 22 人） 

 令和２年の労働災害による死亡者は 22人（速報値）となり、前年（17 人）と比較して５

人の増加となりました（参考グラフ参照）。 

 死亡者を業種別でみると、建設業が 11人で最も多く、全産業の半数を占めています。 

 次いで製造業・小売業・陸上貨物運送業・農業（各２人）、畜産業・林業・清掃業（各１

人）となっています。発生した死亡災害の状況を見ると、次のような特徴が認められます。 

 

● 高所からの墜落災害が多数発生している（５人）。 

● 機械へのはさまれ・巻き込まれによる災害が多数発生している（３人）。 

● ６０歳以上の高齢者が多数被災している（９人）。 

２ 福島労働局及び労働基準監督署において実施する事項 

  死亡労働災害防止対策の強化のため、次の事項を実施します。 

〇 労使団体及び発注機関に対し、別紙「死亡労働災害を発生させないために」の

広報誌掲載による周知等、啓発活動強化の要請 

〇 死亡労働災害が発生するおそれの高い建設現場に対する重点的な監督指導等の

実施 

〇 災害防止団体等に対する安全パトロール実施の要請、局・署幹部による安全パ

トロールの実施 

〇 事業主に対する年末年始における無災害運動への参加の呼びかけ 
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別紙 

死亡労働災害を発生させないために 

福島労働局 

 

１ 令和２年における死亡労働災害の発生状況 

令和２年に福島労働局管内において発生した死亡労働災害２２人（速報値）の状況を見

ると、次のような特徴が認められる。 

 

● 高所からの墜落災害が多数発生している（５人）。 

● 機械へのはさまれ・巻き込まれによる災害が多数発生している（３人）。 

● ６０歳以上の高齢者が多数被災している（９人）。 

 

２ 死亡労働災害を発生させないために事業者が措置すべき事項 

（１）すべての事業場における取組 

〇 経営トップが死亡労働災害防止に向けた決意を表明し、労働者への周知を行うこと。 

〇 事業場内の安全管理体制と活動状況を見直し、安全活動の活性化を図ること。 

〇 年末年始における無災害運動（中災防主唱・厚生労働省後援 別添実施要綱参照）

に参加すること。 

〇 作業開始前に作業手順の確認及び危険予知（ＫＹ）活動を行わせること。 

〇 高年齢労働者の身体的機能の低下を考慮した配置を行うこと。 

〇 高所作業における墜落防止措置及び墜落制止用具の着用を徹底すること。 

〇 交通事故防止のための安全運転の励行及び交通ルールの遵守を徹底すること。 

〇 外国人労働者に対する安全に関する指示や注意喚起のための表示等を言語の理解

状況に応じて適切に行うこと。 

 

（２）主な業種ごとの取組 

 ア 建設業 

  〇 工事現場の安全管理体制、安全点検体制の確立 

  〇 統括安全衛生責任者による安全パトロールの実施 

  〇 高さ２ｍ以上の高所において作業を行う場合の墜落防止対策の徹底 

  〇 土砂崩壊災害防止対策の徹底 

  〇 建設機械・荷役機械等と作業者が混在する作業現場における機械との接触、激突

による災害防止対策の徹底 

 

 イ 陸上貨物運送業 

  〇 交通労働災害防止対策の徹底 

  〇 荷役作業及び車両整備作業における労働災害防止対策の徹底 

  〇 適正な労働時間等の管理及び運行管理の徹底 

 

 ウ 製造業 

  〇 安全な機械の採用及び使用の徹底 



  〇 機械や工場建屋の点検修理等のため高所作業を行う場合の墜落防止対策の徹底 

  〇 雇入れ時等の安全教育の徹底 

  〇 安全作業マニュアルの整備、定期的な見直し 

 

 エ 林業 

  〇 伐木作業における立木や作業場所の状況に応じた安全作業の徹底 

  〇 安全な手順に基づく「かかり木」処理の徹底 

  〇 間伐作業での安全対策の徹底 

  〇 経験の浅い労働者に対する安全衛生教育の徹底 

 



令和２年の死亡災害概要
発生月日

発生
地

業種
年
齢

概要

１

1月４日

郡山市 清掃業 75
施設警備の業務中に宿直室で倒れているところを

発見され、その後死亡した。

２

1月29日

須賀川
市

商業 58
新聞配達のため県道をバイクで走行中、国道との

交差点で、国道を右側から走行してきた軽乗用車と
衝突した。

３

2月29日

伊達市 商業 63
片付け作業をしていた上司に近付き作業指示を仰

ごうとしたとき、後方に振り上げた上司の手が当た
り後方に倒れ、頭部がアスファルト地面に激突した。

４

3月10日

金山町 建設業 69
斜面にこぼれた土砂をエアーホースにより清掃作

業中、上方の岩盤が崩落（長さ約4.5ｍ、幅3.5ｍ）
して、岩石（１ｍ×１ｍ×0.6ｍ）の下敷きとなった。

５

3月13日

須賀川
市

建設業 63
工場のスレート屋根の上で、屋根の棟部分の補修

作業中、スレート屋根を踏み抜き、約9ｍ下のコンク
リート床に墜落した。

６

3月14日

下郷町 建設業 71

建設工事現場での作業終了後、同僚の運転する会
社のトラックで国道を走行中、トラックが橋の欄干
に衝突した後、沢に転落し、助手席に乗っていた被
災者が死亡した。

７

3月23日

田村市 畜産業 61
堆肥小屋のポリカーボネート屋根の補修作業中、

屋根を踏み抜き墜落し、堆肥の攪拌機に巻き込まれ
た。

１



令和２年の死亡災害概要

発生月日
発生
地

業種
年
齢

概要

８

3月24日

福島市 製造業 45
工場内で、溶解炉の油圧ポンプの点検補修作業中、

溶解炉が傾き、上半身が挟まれた。

９

3月31日

福島市 農業 72
果樹畑において農薬散布機を使用して作業中、散

布機と立木にはさまれた。

10

4月11日

福島市 農業 69 庭木の剪定作業中、脚立から墜落した。

11

4月11日

会津若
松市

陸上貨
物運送
業

50
タイヤとホイールの組み換え作業中にタイヤが破

裂し、吹き飛んだ部品が激突した。

12

4月13日

会津若
松市

林業 65
立木の伐倒作業中、伐倒しようとした立木の一部

が裂けて倒れ、激突した。

13

4月15日

いわき
市

建設業 31
工場内の作業足場上で機械の調整中、足場近くの

機械上に転落し、巻き込まれた。

14

4月29日

いわき
市

製造業 58
工場の屋根上で作業中、スレートを踏み抜き墜落

した。

15

5月20日

郡山市
陸上貨
物運送
業

38
運送先で荷卸し作業中、後退してきたフォークリ

フトとトラックの車体との間に挟まれた。

２



令和２年の死亡災害概要

発生月日
発生
地

業種 年齢 概要

16

6月8日

福島市 建設業 28
ドラグショベルの運転者が土のう袋をバケットで押

さえたところ、土のう袋を日よけとして被っていた被
災者に激突した。

17

7月2日

田村市 建設業 62 誘導していたドラグショベルから離れた際、ダンプ
トラックにはねられた。

18

7月30日

郡山市 建設業 50 店舗内で作業中、発生したガス爆発に巻き込まれた。

19

8月5日

福島市 建設業 44
休憩のため隣接する公園の水飲み場に歩いて移動中

に倒れ、重度の熱中症により死亡した。

20

8月5日

棚倉町 建設業 49
解体工事現場において廃材仕分けする作業中、熱中

症により死亡した。

21

9月14日

いわき
市

建設業 70 足場の変更作業中、約6ｍ下の地上に墜落した。

22

９月18日

南相馬
市

建設業 19
設備の清掃作業を行っていた際に、建屋上部に付着

していた石膏スケールが高さ８ｍ以上の箇所から被災
者の頭部に落下し、令和２年１０月１３日に死亡した。

３






